
手話通訳付

要約筆記付

昼の部

配慮が必要な方

二次元コードより、
お申し込みください。
困難な方は、メール
・電話でも可能です。

futariaya.miyagi@gmail.com
０８０－８７０１－３１３４

仙台市

映画「ふたり綾」映画「ふたり綾」
主催：みやぎ盲ろう児・者友の会

上映会＆トークショー上映会＆トークショー
2026年

（日）

2 １階　交流ホール

定員　３０４名※
７階　第１研修室
定員　１７１名※

上映協力金

お問合せはこちら

申込締切

中学生以上　　１，０００円

お支払いは、みやぎ盲ろう児・者友の会
スタッフにお支払いいただくか、当日受
付にてお支払いください。当日は混雑が
予想されますので、当日お支払いの方は
余裕をもってお越しください。夜の部の
お支払い（チケット引換）は昼の部の会
場でも可能です。

２０２６年８月３０日（日）

みやぎ盲ろう児・者友の会

仙台市青葉区花京院1-3-2

交通 ：JR仙台駅から徒歩８分

小学生以下　　無料

開場　　９時３０分
開演　１０時３０分

開場　１８時３０分
開演　１９時００分

盲ろう者につく通訳･介助員２名まで無料
視覚障害者等の付き添い１名まで無料

お申込みはこちら

ヒアリングループの希望等、配慮が必要な方は申込時にお知らせください。
介助者等の付き添いがある方は、介助者のお名前もお知らせください。

※定員に達し次第、受付を
締め切らせていただきます。

夜の部

ー　わたしの愛が、みえますか？　ーー　わたしの愛が、みえますか？　ー

９月６日 〒980-0013

TEL ：022-215-3191

シルバーセンター



映画「ふたり綾」
わたしの愛が、みえますか？

ヘレンケラーのように目と耳の

両方に障害のある方を盲ろう者といいます。

【　あらすじ　】

　筒井明日香（女性）は、ろう者としての自分に誇りを持ちつつ、

いつかデザイナーとして自分のウェディングドレスをデザインした

いと夢見ている。しかし、視力の低下を感じはじめ、眼科を受診し

た明日香に告げられたのは「網膜色素変性症」という進行性の病気

であるという辛い現実であった。いずれ失明するかも知れないとい

う不安を抱えながら、日常を取り戻そうと必死にあがく明日香。

　そんな時、ひょんなことから大和（男性）と出会い２人の運命の

輪がまわり始める。日々、不安に苛まれる明日香であったが、手話

サークルで初めて盲ろう者と出会い、盲ろう者が様々な工夫をしな

がら自分らしく生活していることを知り、衝撃を受ける。

　そして、明日香とコミュニケーションをするために、手話や通訳

介助について学び始めた大和。明日香も見えにくいことから生じる

誤解や困難さに悩みながらも、何とか工夫できないかと模索する。

明日香を理解し、距離を縮めようとする大和と戸惑う明日香。そん

な折、大和が参加しているマラソングループに明日香が参加するこ

とになり…。

　２人の人生の糸は交差するのか？お互いの糸で紡ぐふたり綾。に

込めた思い。

監督 井戸上勝利（盲ろう）
主演
今本
由紀（盲ろう）
いどうえ かつとし いまもと ゆき

あや

鳥取県から主演の今本由紀氏をお招きしてトークショーを開催します。
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